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②

震
災
か
ら
10
年
・
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
１
年

農
協
も
災
害
・
被
害
を
乗
り
越
え
る
力
に

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

　

そ
の
後
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
を
持
っ
た
方
な
ど
を
優
先

接
種
し
て
い
き
ま
す
が
、
全
て
の
希

望
者
が
接
種
を
終
わ
る
の
は
い
つ
の

事
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

出
来
る
限
り
早
く
進
め
て
頂
き
、

感
染
し
に
く
い
、
感
染
さ
せ
に
く
い
、

重
症
化
し
に
く
い
と
言
わ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
効
果
に
期
待
し
、
終
息
に
向
か

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

農
協
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

役
割
発
揮
を

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
、

災
害
発
生
で
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」
と

し
て
活
躍
し
た
の
が
全
国
に
店
舗
を

持
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
優
れ
た
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
対
す
る
評

価
で
し
た
。

　

災
害
直
後
か
ら
被
災
者
に
寄
り
添

い
、
自
ら
も
被
災
し
て
い
る
中
で
食

べ
物
や
ト
イ
レ
な
ど
い
ち
早
く
対
応

し
、
被
災
地
支
援
を
行
っ
た
事
が
大

き
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
コ
ン
ビ
ニ
は
店
舗
の
経
営

環
境
等
の
変
化
で
現
在
は
出
店
数
も

頭
打
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害

に
対
す
る
考
え
方
や
準
備
は
継
続
し

て
い
る
と
い
う
事
で
、
地
域
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
店
舗
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」
の
役
割
は
総

合
事
業
を
展
開
す
る
農
協
で
も
機
能

を
発
揮
す
る
事
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
、
全
国
に
６
万
近
い
店
舗
を

持
つ
コ
ン
ビ
ニ
に
対
し
、
農
協
は
６

０
０
弱
、
支
店
を
含
め
て
も
約
８
，

０
０
０
で
あ
り
、
今
後
も
減
少
の
傾

向
で
す
。

震
災
か
ら
10
年
も
再
建
道
半
ば

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年）

３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
10
年
、
「
３
・
11
」
と
い
う

言
葉
は
頭
か
ら
離
れ
た
事
は
無
く
、

テ
レ
ビ
画
面
に
打
ち
出
さ
れ
た
映
像

も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

被
災
し
て
い
な
い
私
た
ち
で
さ
え

強
烈
な
衝
撃
を
受
け
た
の
で
す
か
ら
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
は
私
た
ち
が
想
像

し
て
も
到
底
及
ぶ
こ
と
の
な
い
衝
撃

や
悲
し
み
、
ご
苦
労
を
さ
れ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
中
で

復
興
に
努
力
さ
れ
て
き
た
被
災
者
の

皆
様
や
、
行
政
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
く
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

た
だ
、
未
だ
に
避
難
者
が
４
万
１
，

２
９
１
人
、
行
方
不
明
者
２
，
５
２

５
人
と
い
う
中
で
、
被
災
者
の
暮
ら

し
や
生
業
の
再
建
は
道
半
ば
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
国
が
決
め

た
「
復
興
期
間
10
年
」
の
終
了
に
合

わ
せ
支
援
策
の
打
ち
切
り
や
縮
小
の

方
向
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
加
わ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
中
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か

り
と
し
た
国
の
支
援
策
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

終
息
に
期
待

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

２
０
１
９
年
12
月
中
国
の
武
漢
に
お

い
て
確
認
さ
れ
、
日
本
で
も
２
０
２

０
年
に
入
り
拡
大
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
拡
大
縮
小
を
繰
り
返
し

な
が
ら
現
在
第
３
波
が
よ
う
や
く
収

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
東
京
な
ど

首
都
圏
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
３
月

21
日
ま
で
延
期
さ
れ
発
症
者
も
下
げ

止
ま
り
の
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
よ
う
や
く
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
中
津
市
で
も

３
月
８
日
か
ら
医
療
従
事
者
を
対
象

に
し
た
先
行
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

５
日
間
で
２
３
０
人
に
接
種
を
す

る
予
定
で
、
下
郷
診
療
所
の
ス
タ
ッ

フ
に
も
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
然

災
害
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
災
害

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地

域
社
会
を
築
こ
う
」
と
Ｊ
Ａ
綱
領
に

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
農
協
だ
か

ら
こ
そ
「
総
合
イ
ン
フ
ラ
」
「
生
活

イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
の
役
割
発
揮
や
、

農
協
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
持
続
可
能
な
」
と
い
う

点
か
ら
も
「
地
域
を
守
る
」
役
割
を

発
揮
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
持
続
に
向
け
て
の
変
革
」
の
想
い

で
臨
む
２
０
２
１
年
度

　

下
郷
農
協
は
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」
と
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
推

進
し
、
併
せ
て
累
積
赤
字
の
解
消
を

達
成
す
る
と
い
う
新
た
な
５
ヶ
年
計

画
を
策
定
し
、
事
業
の
二
年
目
と
な

り
ま
す
。

　

厳
し
さ
を
増
す
金
融
情
勢
で
Ｊ
Ａ

合
併
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
し
農
協
の
存
在
意
義
を
発
揮

し
つ
つ
、
収
益
確
保
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
年
度

の
取
り
組
み
目
標
を
「
持
続
可
能
な

農
業
生
産
に
向
け
て
の
変
革
」
と
し
、

生
産
者
・
農
協
が
持
続
的
に
成
長
・

発
展
す
る
た
め
、
発
想
・
体
制
・
商

品
な
ど
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
変
わ

る
年
、
変
え
る
年
と
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
新
た
な
５
ヶ
年
計
画

の
達
成
に
邁
進
し
、
下
郷
農
協
と
し

て
長
く
愛
さ
れ
、
地
域
に
役
立
つ
道

を
目
指
し
ま
す
。



③

栽
培
方
法
な
ど
意
見
交
換
で
研
修

有
機
野
菜
組
合
が
２
０
２
０
年
度
総
会

　

２
月
25
日
に
農
協
会
議
室
で
下
郷

有
機
野
菜
生
産
出
荷
組
合
（
鷹
崎
満

行
組
合
長
）
の
２
０
２
０
年
度
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
鷹
崎
組
合
長
が
「
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
り
、

野
菜
組
合
の
情
報
発
信
・
ア
ピ
ー
ル

の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
残
念
で
し

た
。
今
年
は
行
事
が
再
開
で
き
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
今
後

の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
矢
﨑
組
合
長
よ
り

「
新
規
生
産
者
の
加
入
な
ど
明
る

い
話
題
も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
は
引

き
続
き
頑
張
っ
て
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
ま
た
「
農
協
も
年
度
末
決
算

に
良
い
報
告
が
出
来
る
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と
決
意
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
高
川
尚
子
さ
ん
を
議

長
に
選
出
、
す
べ
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
は
栽
培
に
関
し
て

の
注
意
点
（
使
用
で
き
る
資
材
の

確
認
や
記
録
等
）
や
具
体
的
な
栽

培
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
短
時
間

で
し
た
が
研
修
も
含
め
た
内
容
で

総
会
が
持
て
た
こ
と
は
大
変
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
指
導
販
売
部
・
立
花
）

ゲノム編集食品
知らないうちに栽培そして食卓へ！

『種苗への遺伝子操作の表示求める署名』展開中
　ゲノム編集トマトの栽培や販売が認められ、このトマトには種苗にも食品にも表示の必要がなく、
知らないうちに栽培したり食卓に登場する危険があります。
　ゲノム編集作物の栽培が進めば、遺伝子組み換え作物の栽培も進み、食卓にやってくる危険性が
高まります。
　現在、遺伝子組み換え食品には極めて不十分ながら表示義務はありますが、遺伝子組み換え作物
やゲノム編集された種子や苗には表示義務はありません。
　国内でゲノム編集作物が栽培されようとしている今、生産者が種苗選択をするために表示は絶対
必要です。
　遺伝子操作作物を栽培したくない生産者や、その作物を食べたくない消費者の選択の権利を求め、
特定非営利活動法人・日本消費者連盟などが署名活動に取り組んでいます。
　下郷農協も環境や食の安全に悪影響をもたらす可能性がある遺伝子操作作物に反対の立場で、組
合員や消費者の皆様に署名を呼び掛けています。
＊署名用紙は同連盟HPからもダウンロードできますし、オンライン署名も可能です。

ゲノム編集は特定の遺伝子のみを「編集する」技術。 遺伝子組み換えとは両親を丸ごと掛け合
わせて交配を繰り返すのではなく、特定の遺伝子のみを組み込む技術。 （net引用）



④

　

農
林
水
産
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
農
作

業
事
故
調
査
結
果
報
告
書
を
ベ
ー
ス
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
し
た

内
容
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

報
告
書
は
、
農
作
業
事
故
死
亡
者
を

人
口
動
態
統
計
か
ら
閲
覧
・
取
り
ま
と

め
し
た
も
の
で
、
死
亡
小
票
に
記
載
漏

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
農
作
業
事
故
と

し
て
抽
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
救
急
隊
の
搬
送

記
録
に
基
づ
く
事
例
数
と
乖
離
（
か
い

り
）
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
状
の
調
査
方
法

で
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
抽
出
結
果
を
客
観
的
に
取
り
ま

と
め
た
に
す
ぎ
ず
、
背
景
に
つ
い
て
説

明
は
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
過
去
の
デ

ー
タ
と
併
せ
て
、
石
川
な
り
の
分
析
を

示
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
こ
ろ
ま
で

年
間
４
０
０
人
の
死
者
が
出
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
以

降
は
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
２
０
１
０
年
以
降
の
総
件
数
の
減
少

傾
向
に
比
べ
て
ト
ラ
ク
タ
ー
死
亡
件
数

の
減
少
速
度
が
鈍
い
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
死
亡
事
故
は
転
倒

転
落
の
他
、
装
着
作
業
機
・
ド
ラ
イ
ブ

シ
ャ
フ
ト
へ
の
巻
き
込
ま
れ
や
思
わ
ぬ

前
進
後
退
に
よ
る
ひ
か
れ
な
ど
も
あ
り
、

今
後
も
さ
ら
な
る
減
少
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

最
も
多
い
転
倒
転
落
事
故
を
よ
り
深

く
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
対

策
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

倒
転
落
死
亡
事
故
に
つ
い
て
も
Ｒ
О
Ｐ

Ｓ
（
安
全
キ
ャ
ブ
フ
レ
ー
ム
）
の
普
及

に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
減
少
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

以
降
は
そ
の
流
れ
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
Ｒ
О
Ｐ
Ｓ
装
着
車
で
あ
っ
て

も
、
可
倒
式
フ
レ
ー
ム
を
倒
し
た
ま
ま

使
用
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
過
去
の
調
査
事
例
か
ら
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
可
倒
式
フ
レ
ー

ム
の
必
要
性
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
Ｉ

Ｔ
活
用
に
よ
る
自
動
制
御
方
式
の
導
入

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

近
年
の
農
作
業
死
亡
事
故
の
分
析
（
１
）

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

ス
ト
ッ
プ
！
　
農
作
業
事
故

図　農作業死亡事故の推移

『
安
全
で
う
ま
い
米
を
作
り
続
け
る
』

健
康
米
総
会
で
組
合
の
意
義
再
確
認

　

３
月
６
日
、
健
康
米
生
産
組
合

（
鷹
崎
満
行
組
合
長
、
19
名
・
２
法

人
）
の
２
０
２
０
年
度
総
会
が
、
16

名
（
う
ち
委
任
４
名
）
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
鷹
崎
組
合
長
が
「
昨
年
は
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
が
大
き
く
、

健
康
米
の
生
産
基
盤
が
不
安
定
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
者
に
健
康
米

を
届
け
続
け
ら
れ
る
よ
う
生
産
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
、
続
い
て
来
賓
の

農
協
組
合
長
よ
り
農
協
事

業
の
状
況
な
ど
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
鈴
木
健
久

さ
ん
を
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ

の
議
案
を
審
議
、
ウ
ン
カ

被
害
の
対
策
に
係
る
次
年

度
の
栽
培
基
準
協
議
で
は

健
康
米
組
合
の
目
的
で
あ

る
「
安
全
で
う
ま
い
米
を

作
り
続
け
る
こ
と
」
を
再

確
認
、
品
種
選
定
や
栽
培

方
法
な
ど
昨
年
の
ウ
ン
カ

対
策
を
会
員
同
士
で
情
報

共
有
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
て
病
害

虫
に
負
け
な
い
米
づ
く
り

に
臨
む
事
と
し
ま
し
た
。

（
指
導
販
売
部
・
松
岡
）



⑤

あぐりレポート「営農の架け橋」

椎茸の原木栽培
吉原和泉さん・明子さん

地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を
取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、
現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。

　「荒廃地を見るのは忍びない」と不耕作田を借り受け健康米
生産に取り組む吉原さんを取材させて頂いたのは昨年６月（農
協新聞７月号掲載）のことでした。
　今回は、原木栽培の椎茸作りに励む、元中津市椎茸振興協議
会の会長も務められた吉原和泉さん（70歳）方の収穫作業にお
じゃまさせて頂きました。
　樋山路地区両畑集落の吉原さん宅の裏山一帯には杉やヒノキ
が植わっていて、その下に整然と椎茸菌を打ったクヌギの原木
が立ち並んでいました。
　適度な雨が降り、気温が上がると一気に椎茸が吹き出し、近
所の人を雇っての収穫作業や椎茸乾燥の作業に昼夜追われます。
　「５年程前から一年に10万個の駒打ちをずっと続けたので、
ここ数年は最盛期が続き収穫作業が大変」と語っていました。
　椎茸作りは駒を打つ原木の確保が必要で、家前の山は亡き父親の時からおよそ50年で３度目の
クヌギ伐採をして原木に使ったそうです。次に原木として使えるようにするため、クヌギ山の下
刈り作業や鹿用防護ネットの設置など、クヌギが一定の大きさになるまで維持・管理も怠れない
様です。
　話を聞かせて頂き、椎茸はクヌギで約15年、駒を打って２年の年月と様々な作業を経て消費者
にお届けできる様になる産品で、親の代から長い歳月の頑張りが山林を守る事にも繋がっている
と感じました。

椎茸の乾燥具合を確認する吉原和泉さん



⑥
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⑧

人
事
異
動

【
採
用
】

　

３
月
１
日
付
け
で
、
平
原
芽
衣
を

採
用
し
管
理
部
付
信
連
下
郷
出
張
所

出
向
に
配
属
し
ま
し
た
。

★☆★　　企画部からのお知らせ　★☆★

「インスタグラム」始めました‼
　企画部では、フェイスブックを利用して下郷農協の情報や地域の魅力を発信してい
ます。そしてついにインスタグラムを始めました!!「simogounoukyou」で検索して
みてください。
　下郷地域の魅力をたくさんの方々に知ってもらいたいので、組合員・消費者の皆さ
まからの情報提供をお願いします。どんな小さな事でも結構です。お問い合わせは、
フリーダイヤル：0120-56-2229　メール：sg-kikaku1@simogou.jaoita.net　まで。
　情報お待ちしております(*^^)v

　

２
月
20
日
、
下
郷
農
協
か
ら
４
キ

ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
「
耶
馬
溪
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
と
し
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
や
ば
け
い
ゆ
〜
ら

ん
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
が
、

地
元
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、

自
転
車
を
使
っ
て
地
図
と
写
真
を
も

と
に
制
限
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
回
り
獲
得
し
た
得
点
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
で
、
当
日
は
県
内

か
ら
46
組
131
名
が
参
加
、
山
国
〜
中

津
ま
で
の
約
36
キ
ロ
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
全
線
と
そ
こ
か
ら
枝
分
か

れ
し
た
エ
リ
ア
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
郷
農
協
ふ
れ
あ
い
の
店
も
地
域

を
盛
り
立
て
よ
う
と
、
こ
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
登
録
、

心
地
よ
い

汗
を
流
す

参
加
者
が

耶
馬
溪
牛

乳
な
ど
を

買
い
求
め

店
頭
で
写

真
を
撮
り

得
点
を
集

め
て
い
ま

し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
の
店
」

ふれあいの店前で農協商品を手に写真撮影する参加者

地
域
イ
ベ
ン
ト

盛
り
立
て

自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
化

賠
償
責
任
保
険
は
下
郷
農
協
で

　

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
自
転

車
の
利
用
に
係
る
交
通
事
故
の
防
止

お
よ
び
被
害
者
の
保
護
等
を
目
的
に
、

大
分
県
常
例
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま

す
。
（
保
険
加
入
義
務
化
は
６
月
１

日
か
ら
）

　

下
郷
農
協
（
共
済
部
）
で
は
、
Ｊ

Ａ
自
動
車
共
済
に
特
約
付
保
す
る

「
日
常
生
活
賠
償
責
任
特
約
マ
モ
ル

モ
ア
」
や
、
安
心
を
ひ
と
つ
の
保
険

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
た
「
Ｊ
Ａ
安
心
倶

楽
部
」
（
自
転
車
で
通
行
人
に
ゲ
ガ

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
個
人
賠

償
責
任
保
険
含
む
）
、
「
Ｊ
Ａ
自
転

車
倶
楽
部
」
な
ど
の
商
品
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
共
済
部
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

衝突して他人にケガをさせた



⑨

理事会だより
　 2月26日に第11回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせします。

第１号議案：1月決算承認の件
第2号議案：県常例検査指摘事項の回答について
第3号議案：事業運営資金に係る借入申込みについて
第4号議案：2021年度内部監査計画について
第5号議案：出資減口申込みの承認について
その他

・第1号議案の1月決算承認の件については、事業利益△8,411千円の計画に対し△10,021千円で1,610千
円の未達成となりました。

　事業利益は計画対比で、収益部門のうち販売3,050千円・牛乳2,908千円・販売商品1,193千円・農産465
千円等が達成、惣菜4,357千円・食肉1,194千円・葬儀952千円・共済751千円・貸付632千円等が未達成
となりました。

・第2号議案の県常例検査指摘事項の回答については、10月20日～23日の4日間行われた検査に基づく指
摘事項の回答を付議・承認を受けました。

・その他事項では、2020年度決算見込み・2021年度事業計画素案について確認、コロナ禍で見送りを決め
た集落常会に代えての組合員通知内容(アンケート等)を協議しました。

☆ゴールデンウィークの営業のご案内☆
4月29日 4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日
木 金 土 日 月 火 水 木

ふれあい店 8:30～17:00 8:30～18:30 8:30～17:00 8:30～17:00 休業 休業 休業 10:00開店
～18:30

信 連 窓 口 休業 9:00～15:00 休業 休業 休業 休業 休業 9:00～15:00

A T M 9:00～17:00 8:45～19:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 8:45～19:00

野 菜 受 取 通常 通常 9:00～10:00 9:00～10:00 通常 通常 通常 通常
産 直 配 送 通常 通常 中津便

大分便
中津便
大分便

中津便
大分便

中津便
大分便

中津便
大分便 通常

診 療 所 休診 9:00～17:00 9:00～12:00 休診 休診 休診 休診 9:00～17:00

デ イ ケ ア 休業 通常 通常 休業 休業 休業 休業 通常
末廣石油店 休業 営業

7:00～18:00
営業
7:00～18:00 休業 休業 休業 休業 営業

7:00～18:00
＜お問い合わせ先＞購買ふれあいの店（直通）：５６－２２２５、ＪＡ大分信連下郷出張所：５６－３０１０
　　　　　　　　　指導販売部（野菜受取等）：５６－２６３０、下　  郷  　診  　療  　所：５６－２３６１
　　　　　　　　　デ　　 イ　　 ケ 　　ア　：５６－２３８５、末　  廣  　石  　油  　店：５６－２４９６
　　　　　　　　　企画部（お客様センター）：５６－２８８８



下
郷
農
協

№
716

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合
〒
871‒0431

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL
0979-56-2222

FAX
0979-56-3117

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

２　

お
稲
荷
さ
ん
の
お
使
い
で
す

５　

小
さ
な
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
も

７　

一
を
聞
い
て
―
―
を
知
る

９　

ひ
い
て
木
を
切
り
ま
す

11　

赤
、
白
、
八
丁
と
い
え
ば

12　

授
業
が
始
ま
る
前
に
鳴
り
ま
す

14　

４
月
１
日
の
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
に
は
つ

い
て
も
い
い
と
か

16　

金
太
郎
は
長
じ
て
坂
田
―
―
と
な
り
ま
し

た

18　

に
っ
こ
り
す
る
と
へ
こ
み
ま
す

20　

精
製
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
作
り
ま
す

21　

日
光
市
の
景
勝
地
の
一
つ
、
―
―
の
滝

ヨコのカギ
1　東京の桜の名所。西郷隆盛像があります
2　ランチュウやコメットはこの一種
3　ドライバーで締めたり外したり
4　威力があって速い球のこと
6　ムジュンのムが表す物
8　矢をつがえます
10　スマホの検索――を削除した
13　うずら豆は、――豆の品種の一つです
15　靴を数えるときに使う言葉
17　1000㎏は1――です
19　漢字で書くと木瓜。美しい花が咲く植物で

す

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ

⑩

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
は
二
〇
二
一
年
四
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

先月号のこたえ　「シユンミン」
当選者

北九州市八幡東区　山下　光子 様

先月号のこたえ　③＋⑥＝9
当選者

中津市山国町　山本　浪子 様

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!




